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一…今月の法律相談日ー…「
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乙

こ

を

と

心

、

て

く

だ

さ

い

)
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O 

.， 
内 全

ビ
タ
ミ
ン

C
の
王
者

ミカンちぎりに忙がしい農家の人

一矢上郷にて-i

ミ
カ
ン
収
穫
始
ま
る

えに保水力も大きいほどよい。

植付は品種や系統の正しい苗木

を用い、三月下旬から四月上

旬、または梅雨期と九月に行な

つo

温州みかんは中国南部原産の力

ンキツの実生(みしよう)とし

て鹿児島県で発見されたものと

いわれています。

インドから東南アジア、太平洋

諸島にかけて野生種は分布し、

古くから果実が食用として品種

改良も進み裁培種も数多い。

ミカン類の裁培は一部を除いて

冬季温暖な地方に適し、かなり

高い気温の土地が望ましい、低

温地では甘味がおちる。土質は

深く肥沃であって排水がよいう
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思

の

国

い

出

大

村

秩

父

宮

妃

殿

下

市政だより

十
月
二
十
九
日
放
虎
原
ラ
グ
ビ
ー
場
へ
お
成
り

、、，、T

体-d、
:zx 

場

+
月
二
十
九
日

放
虎
原
殉
教
地
に
お
い
て

聖
母
幼
稚
園
児
よ
り
捧
げ
ら
れ
る
花
束

を
受
貯
と
ら
れ
る
秩
父
宮
妃
殿
下

•. J 
v、

¥ .， 

十
月
三
十
一
日

放
虎
原
ラ
グ
ビ
ー
場
に
て
激
戦
最
中
の

諌
早
農
校
と
新
潟
エ
校

¥ 
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寄
生
虫
を
予
防
し
よ
う

予防

旬間

市政だより?お"おむら

全
国
寄
生
虫
予
防
旬
間
で
す
。

乙
の
機
会
を

つ
う
じ
寄
生
虫
に
対

す
る
正
し
い
知
識
の
普
及
と
予
防

の
国
民
運
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

大
村
市
に
お
き
ま
し
で
も
寄
生
虫

の一

斉
検
便
や
駆
虫
剤
の
定
例
服

用
な
ど
皆
さ
ん
の
健
康
増
進
に
つ

と
め
た
結
果
、
最
近
で
は
保
虫
者

も
大
分

減
っ
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
い
ま
な
お
、
多
い
と
こ
ろ
で

は
4
名
に

1
名
の
人
に
寄
生
虫
が

居
る
地
域
も
あ
り
決
し
て
安
心
出

来
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
大
村
市
及
び
衛
生
組
織

連
合
会
に
お
き
ま
し
て
は
市
内
薬

事
業
会
の
協
賛
に
よ
り
、

別
記
駆

虫
剤
の
実
費
斡
施
と
正
し
い
服
用

の
指
導
を
行
な
い
ま
す
。

寄
生
虫
は
居
な
い
と
思
う
人
で

も
毎
年
定
期
的
に
駆
虫
剤
を
服
用

し
予
防
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う
。

な
お
、

駆
虫
剤
は
後
日
町
務
連

絡
員
の
方
よ
り
取
り
ま
と
め
が
あ

り
ま
す
の
で
そ
の
お
り
申
込
ん
で

下
さ
い
。

駆
虫
剤
の
種
別
及
び
価
格

(
厚
生
省
集
団
駆
虫
指
定
薬
剤

ネ
オ
イ
チ
ジ
ョ
ウ
)

(3) 

11月

21日

11月

30日

種 Bリ |価格

大人用c1人分)高校生以上 70円

中人用( 1/ ) 中学生 501/ 

小人用( 1/ ) 小学生 401/ 

幼年用( 1/ ) 幼稚園児 30'1 

幼児用( 1/ ) 2才 から4才まで 201/ 

狩
猟
解
禁

一
日
か
ら
全
国
的
に
狩
猟
が
解

禁
に
な
り
ま
し
た
。
一

般
的
に
は

こ
の
日
か
ら
翌
年
二
月
十
五
日
ま

で
で
す
が
、
北
海
道
で
は
十
月
一

日
か
ら
翌
年
二
月
十
五
日
ま
で
で

す
。狩
猟
法
に
よ
り
ま
す
と
、
狩
猟

で
き
る
の
は
乙
の
期
間
ば
か
り
で

な
く
、

狩
猟
す
る
鳥
獣
の
種
類
に

よ
っ
て
さ
ら
に
制
限
が
あ
り
ま

す
。
鳥
類
で
は
キ
ジ
、
ヤ
マ
ド

リ
、
コ
ジ
ュ
ケ
イ
、
カ
モ
類
、
ヒ

シ
ク
イ
な
ど
二
十
数
種
、
獣
類
は

ク
マ
、
イ
ノ
シ
シ
、
・
キ
ッ
、
不
、
ノ

ウ
サ
ギ
な
ど
十
数
種
で
す
が
、
ア

ナ
グ
マ
、
オ
ス
イ
タ
チ
、
オ
ス
ジ

ヵ
、
タ
ヌ
キ
、

-r
ン
、
ム
サ
サ

ビ
、
リ
ス
に
つ
い
て
は
十
二
月
一

日
か
ら
翌
年
二
月
十
五
日
{
北
海

道
で
は
十
一
月
十
五
日
か
ら
一
月

三
十
一
日
〕
ま
で
で
、
そ
れ
以

外
、
撃
つ
こ
と
は
禁
じ
ら
れ
て
い

ま
す
。こ
の
ご
ろ
は
、
空
気
銃
な
ど
が

手
軽
に
買
え
て
、
し
か
も
空
気
銑

は
火
薬
を
使
用
し
な
い
の
で
、
子

供
の
お
も
ち
ゃ
ぐ
ら
い
に
軽
く
考

え
て
い
る
人
が
多
い
よ
う
で
す

が
、
乙
れ
は
大
間
違
い
で
す
。
と

く
に
空
気
銑
に
よ
る
密
猟
が
相
か

わ
ら
ず
都
会
の
近
郊
や
農
村
部
で

行
な
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

ね
ら
わ
れ
る
の
は
、
わ
た
く
し

た
ち
の
生
活
に
潤
い
を
与
え
て
く

れ
る
野
鳥
で
す
。
生
き
て
い
れ
ば

多
く
の
人
々
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ

る
小
鳥
が
、
心
な
い
人
の
空
気
銑

の
犠
牲
に
な
る
乙
と
は
悲
し
い
こ

と
で
す
。

。
個
人
事
業
税
の

納
期
で
す

-
本
年
度
個
人
事
業
税
(
第

2

期
分
)
の
納
期
限
は
十
二
月
一
日

で
す
。
さ
き
に
、
お
送
り
し
ま
し

た
納
付
書
に
よ
っ
て
、
十
二
月
一

日
ま
で
に
お
忘
れ
な
く
、
十
八
銀

行
、
親
和
銀
行
、
郵
便
局
か
県
税

事
務
所
の
窓
口
に
納
め
て
下
さ

c.，ー

ぃ
。
納
期
限
を
過
ぎ
ま
す
と
延
滞

金
を
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

し、

督

促
の
期
限
に
遅
れ
ま
す

と
、
差
押
え
等
の
滞
納
処
分
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
す
0

2

集
金
徴
収
の
擾
止

県
で
は
戸
別
の
集
金
徴
収
は
い

た
し
ま
せ
ん
。

皆
様
の
手
で
、
直
接
納
め
て
下
さ

3

口
座
振
替
に
つ
い
て

口
座
振
替
に
加
入
さ
れ
て
い
る

方
は
銀
行
に
納
付
書
を
送
っ
て
お

り
銀
行
が
予
金
か
ら
払
出
し
納
付

し
て
く
れ
ま
す
の
で
、
税
金
に
間

に
合
う
よ
う
予
金
を
し
て
お
い
て

下
さ
い
。
な
お
、
口
座
振
替
の
方

法
は
、
銀
行
に
予
金
を
す
る
だ
け

で
予
金
か
ら
税
金
に
振
替
え
る
納

税
の
方
法
で
す
。
十
八
、
親
和
銀

行
の
ほ
か
、
相
互
銀
行
、
信
用
金

庫
、
信
用
組
合
等
で
も
扱
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
加
入
ご
希
望
の
方

は
、
何
時
で
も
納
税
貯
蓄
組
合
長

さ
ん
か
県
税
事
務
所
ま
で
お
申
出

で
下
さ
い
。

く
わ
し
い
事
は
県
税
事
務
所
に

お
間
合
わ
せ
下
さ
い
。

A

内
巡

麹
町
二
ト
J

• 
、‘i

、

町、

，

多
く
の
人
に
認
め
ら
れ
、
乙
の
年

に
育
成
会
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

小
学
生
を
「
し
い
の
み
会
」

中

ま

た
、
公
民
舘
や
婦
人
会
の
援
助

学
生
を
「
協
友
会
」
と
呼
び
昭
和
を
受
け
て
活
発
な
活
動
を
つ
づ
け

三
十
年
に
つ
く
ら
れ
た
子
ど
も
会
て
い
ま
す
。

で
す
。
昭
和
三
四
年
に
は
、
水
田

母
の
自
に
は
、
子
ど
も
会
で
カ

二
区
公
民
舘
に
お
い
て
県
下
子
ど

i
ネ

l
シ
ョ
ン

の
造
花
を
つ
く

も
会
指
導
者
講
習
会
が
聞
か
れ
、
り
、
町
内
の
お
母
さ
ん
の
胸
に
つ

子
ど
も
会
活
動
に
つ
い
て
研
究
発

け
て
回
り
大
変
感
謝
さ
れ
て
い
ま

表
を
し
て
い
ま
す
。
三
八
年
に
は
す
。

第
一
回
壁
画
コ
ン
ク
ー
ル
に
優
勝
会
員
九
三
名

し
、
子
ど
も
会
の
活
動
が
町
内
の
育
成
会
長

楠
田
俊
郎

水
田
二
区
子
供
会
凶
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中
小
企
業

振
興
資
金
貸
付

市
内
に
お
い
て

一
年
以
上
同

一

事
業
を
営
ん
で

い
る
中
小
企
業
者

に
次
に
よ
り
振
興
資
金
の
貸
付
を

行
な
い
ま
す
。

付
受
付
締
切

口
融
資
金
額

市政だより

十

一
月
十
五
日

最
高
七
十
万
円
ま

で日
歩
二
銭

自
巴還運

転
資
金

一
カ
年

設

備

資

金

二

カ

年

同
申
込
先
商
工
会
議
所
及
び
市

内
各
金
融
機
関

s

な
お
詳
し
い
こ
と
は
商
工
会
議

所
又
は
、
市
商
工
観
光
課
に
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

倒(司
償利種

痘
、
ジ
フ
テ
リ
ア
の

予
防
接
種

V
該
当
者

【
種
痘
】
①
第

一
期
の
も
の

l
生

後

2
カ
月
か
ら
臼
カ
月
の
者
で

一

回
も
接
種
が
す
ん
で
い
な
い
も
の

伺
第
二
期
の
も
の

l
小
学
校
入
学

前
自
カ
月
以
内
の
も
の
。

⑦
第
三
期
の
も
の

l
小
学
校
卒
業

前

6
ヵ
月
以
同
の
も
の
。

【
ジ
フ
テ
リ
ア
〕
の
第
三
期
の
も

の

l
小
学
校
入
学
前

6
カ
丹
以
内

の
も
の
。
⑦
第
四
期
の
も
の

i
小

学
校
卒
業
前

6
カ
月
以
内
の
も
の

な
お
小
学
校
、
幼
稚
園
の
児
童
園

児
に

つ
い
て
は
、
各
学
校
ご
と
に

別
途
実
施
し
ま
す
。

V
接
種
が
で
き
な
い
も
の
。

つ
ぎ
に
該
当
す
る
人
は
、
接
種
が

で
き
ま
せ
ん
の
で
医
師
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

問
種
痘
〕
①
い
ち
ぢ
る
し
い
栄
養

障
害
者
①
ま
ん
延
性
の
ひ
ふ
病
患

者

ω小
児

マ
ヒ
生
ワ
ク
チ
ン
投
与

後

2
週
間
を
経
過
し
て
い
な
い
も

の
④
麻
し
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種

1
カ

月
を
経
過
し
て
い
な
い
も
の
。

円
ジ
フ
テ
リ
ア
】

①
有
熱
患
者
向
脚
気
③
心
ぞ
う
、

じ
ん
ぞ
う
患
者
④
呼
吸
器
疾
患
者

⑦
胸
腺
淋
巴
体
質
者

V
料
金
、
無
料
で
す
o

v接
種
要
領
、
ま
ず
種
痘
の
接
種

を
お
こ
な
い
一
週
間
後
の
検
診
日

に
ジ
フ
テ
リ
ア

の
接
種
を
お
こ
な

い
ま
す
。

V
当
日
は
、
母
子
手
帳
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

V
日
程
、
つ
ぎ
の
と
お
り
。

接
種
時
聞
は
、
い
づ
れ
も
午
後

2

時
叩
分
か
ら
午
後

3
時
加
分
ま
で

l 実施
実施場所 il種痘 |ヲフテリ ?
?松本町公民舘 111月 1 12月
主瀬 出張所 | μ日 1日
王立病 院 I 25 I .2 
2原出張所 nn . I 

I 26. 3 喜重出張所 uU . 

三浦 診療 所 I ;...~ I 
I 27. i 4 令田 出張所'" • 

5 役所 I nn I 
I 28 ・ 5在訪公民舘 uU

ご
寄
附
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

V
し
ゃ
く
な
げ
会
よ
り
国
体
へ
ぞ

う
き
ん

一
箱

(六

O
枚
)
の
寄
附

が
あ
り
ま
し
た
。

V
市
連
合
婦
人
会
で
は
、
国
体
選

手
へ
の
お
み
や
げ
と
し
て
、

郷
土

名
産
、

貝
細
工

人

形

て

六

O
O

個
を
贈
呈
い
た
し
ま
し
た
。

引
揚
者
特
別
交
付
金

国
庫
債
券
の
買
上
げ

引
揚
者
特
別
交
付
金
国
庫
債
券

を
持

っ
て
お
ら
れ
る
方
を
対
象

に
、
つ
ぎ
の
と
お
り
国
庫
債
券
買

上
償
還
の
申
込
み
を
受
付
け
ま
す

の
で
十
一
月
二
十
五
日
ま
で
に
社

会
課

へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

V
買
上
条
件
生
活
保
護
法
に
よ

り
保
護
を
受
け
て
い
る
春
、
ま

た
は
、
現
に
保
護
を
受
け
て
い

な
い
が
生
活
に
困
窮
し
て
い
る

者。

V
買
上
限
度
額
一
記
名
者
に

つ

い
て
十
二
万
円
以
内

V
買
上
価

格

賦

札

八
枚
分
の
別

表
価
格
と
す
る
。

な
お
、
資
金
枠
に
達
し
た
場
合

は
受
付
を
締
切
り
ま
す
。

別
表券面1金0額千円 買 上額円 券面金額千円 買上額円 券面金額千円I買上額円

6，30 40 2L90 110 I 68，40 
14 8，700 42 26，100 112 69，600 
20 12，500 50 31， 100 119 73，900 

21 13，100 fO 37，300 160 99，400 

28 17，400 70 43，500 170 105，600 
30 18，700 77 
35 21，800 100 62，100 

/ 、

ゆ
J
B

明
日

高
等
学
校
開
放
講
座

V
学
習
内
容
基
本
的
農
業
科
目

と
共
に
園
芸
に
重
点
を
お
い
た
新

知
識
、
技
術
の
講
座
。

曜 -T
、日期
日カ〉 日
曜ら
に 一 昭

守万型
つ ー 凶
。日±
ま斗ム
i 年
で

の月
土 十

V
学
習
の
場
所
長
崎
県
立
大
村

園
芸
高
等
学
校
。

あい T T 
るる対募
もも象集
のの 人
。、 現員

又に
は農五
園業十
芸に名
に従
関事
心 し
のて

V
時
間
日
曜
日
は
午
前
九
時
か

ら
午
後
四
時
ま
で
。
土
曜
日
は
午

後

一
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
。

V
申
込
期
日
所
定
の
申
込
書
に

記
入
の
上、

十
一
月
三
十
日
ま
で

に
大
村
園
芸
高
等
学
校
長
宛
に
申

込
む
乙
と
。

V
宛
名

(
⑧
八
五
六
)

大
村
市
久
原
郷
田

一
六
番
地

長
崎
県
立
大
村
園
芸
高
等
学
校

開
放
講
座
係

V
そ
の
他

・
講
座
の
内
容
は
受
講
者
の
希
望

に
よ
り
多
少
変
更
す
る
乙
と
が
あ

る。-
受

講

料

無

料

・
筆
記
用
具
と
実
習
の

で
き
る
服

装
を
整
え
る
こ
と
。

jJ 

長
崎
県
観
光
年
賀
ハ
ガ

キ
を
発
売
中

V
価
格

一
枚
七
円

V
発
売
場
所
大
村
市
観
光
協
会

(電
話
三
六

O
五
番
)

家
庭
で
つ
く
っ
て
よ
い
酒

酒
は
税
務
署
長
の
免
許
が
な
け

れ
ば

つ
く

っ
た
り
売

っ
た
り
す
る

乙
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
免
許
が

な
く
て
も
家
庭
で
自
家
用
と
し
て

つ
く

っ
て
も
よ
い
酒
が
あ
り
ま
す

そ
れ
は
梅
、
み
か
ん

(温
州
み
か

ん
、
紀
州
み
か
ん
、
夏
み
か
ん
に

限
り
ま
す
。
)
す
も
も
、
か
り
ん
、

い
ち
ご
、
に
ん
に
く
、
く
乙
、
し

そ、

く
わ
、
ま
た
た
び
、
と
ち
、

さ
る
な
し、

ぐ
み
の
以
上
目
品
目

の
果
物
に
し
よ
う
ち
申

う
等
(
ア

ル
コ
ー

ル
分
が
加
度
以
上
の
正
規

の
酒
類
を
必
ず
使
用
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
)
と、

砂

糖

を
ま

ぜ
て

つ
く
る
お
酒
で
す
。

乙
の
'よ
う
に
し
て
つ
く

っ
た
お
酒

も
自
家
用
だ
け
が
許
主
れ
て

い
ま

す
の
で
、
販
売
す
る
乙
と
は
酒
税

法
違
反
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
ぶ
ど
う
酒
や
、・
ど
ぶ
ろ
く

な
ど
は
家
庭
で
つ
く
る
と
と
を
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
充
分
注
意

し
て
く
だ
さ
い。


